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釧路地域職業訓練センター会場使用等に関する利用規約 

 

第１条 目的 

 １．釧路地域職業訓練センター（施設管理者は職業訓練法人釧路地方職業能力開発協会）

の利用に関して会員等施設利用者及び施設管理者が遵守すべき事項、諸条件を明確にするた

め、本規約を定める。 

 ２．本施設は広く市民一般の公益を目的とした活動及び、職業能力の開発に資する活動を

行うために利用することを目的とする。 

 

第２条 定義 

本規約において以下に掲げる用語は次の各号の定める意味で用いる。 

 １．「本施設」とは釧路地域職業訓練センターのことを言う。 

 ２．「協会」とは施設管理者である職業訓練法人釧路地方職業能力開発協会のことを言う 

 ３．「会員」とは職業訓練法人釧路地方職業能力開発協会定款第７条の正会員、賛助会員

のことを言う。 

 ４．「非会員」とは会員の条件に当てはまらない個人及び団体のことを言う。 

 

第３条 適用 

 １．本規約は、本施設を利用する会員及び非会員利用者全ての方に適用され本規約の他、

協会定款及び諸規則、施設管理者が都度作成する規定等（（以下、「協会規則等」という。）も、

名目の如何にかかわらず、本規約の一部を構成するものとします。 

 ２．会員及び非会員の施設利用者は本規約及び協会規則等に従うことを前提に、本施設を

利用することができます。なお、利用申し込み時に本規約及び協会規則等に記載の各条項に

同意しない場合には、本施設を利用することはできない。 

 

第４条 会員制度 

 １．本施設の利用者は会員及び非会員に区分され、会員は会員価格の利用料金を、非会員

は非会員価格の利用料金を支払うことで、本施設を利用できる。 

 ２．本施設を会員として利用するためには、協会定款第３章（会員）に関する事項に基づ

き定められた手続きを完了し、協会会費規則に定められた規定の会費を納めることで会員

となることができる。 

 

第５条 利用資格 

本施設の利用資格は以下の項目全てに該当する者に与えられる。 

 １．本施設の目的・趣旨を理解し本規約及び協会規則等を同意した上で遵守できる者。 

 ２．利用料金、会費等、本施設に関して会員及び非会員が支払うべき費用の滞納をしてい
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ない者。 

 ３．過去に第１０条に定める本施設利用時の遵守事項に違反していない、または第１４条

の利用禁止通告を受けていない等、本施設が適当と認めた者。 

 

第６条 利用申し込み 

 １．本施設を利用するためには、協会が定める規定の様式に必要な事項（氏名または団体

名、住所、連絡先、利用年月日、利用時間、使用備品等）を記載し、協会規則等に従い事前

に使用の承認を受けなければならない。 

 ２．本施設は本規約並びに協会規則等に則り申し込みの不承認または使用承認の取り消

しを行うことができる。 

 

第７条 会場使用料 

 １．本施設の利用者は会員の区分により定められた料金表に従い使用料金を納入しなけ

ればならない。 

 ２．支払いの方法は現金または口座振込とする。 

 ３．使用料金は協会規則等に従い所定の申請手続きを行うことにより減額または免除す

ることができる。 

 ４．施設管理者側に債務不履行等の帰責事由がある場合を除き、既納の使用料は還付しな

い。ただし、協会規則等に定める事項に該当した場合は全部または一部を還付することがで

きる。 

 

第８条 開館時間及び休館日 

 １．開館時間は原則午前９時から午後９時までとする。※ 

   （※午後 5時～午後 9時の利用は要相談） 

 ２．休館日は土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律（（和 23 年法律第 178 号）に規

定する休日、12月 29 日から翌年１月 4日までとする。 

 

第９条 告知義務及び通知義務 

 １．本施設の利用者は使用申込書類の他、施設管理者に提出する書類において事実を通知

するものとする。 

 ２．前項において通知した事実に変更が生じた場合、速やかに施設管理者に通知しなけれ

ばならない。 

 ３．前各項の義務を怠ったことにより本施設の利用者または第三者に生じた一切の損害

について、本施設は本施設の故意または重過失による場合を除き当該損害に対する一切の

責任を負わない。 
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第１０条 本施設利用時の遵守事項 

 １．当施設は次の各号に該当する行為を禁止する。 

  １．使用申込を行っていないまたは使用の承認を受けていない部屋への入室及び設備の

使用。（１F、２Fのロビースペースを除く） 

２．ペット等を同伴させ本施設に立ち入る行為。（盲導犬や介助犬等を除く） 

  ３．本施設内の什器、備品を乱暴に扱う行為又は破損する行為（故意または過失である

か否かを問わない。破損した場合は設備の弁償並びに使用できなかった期間の損害を賠償

していただきます。） 

  ４．本施設内の秩序を乱す行為。 

  ５．他の利用者または本施設の職員に対する迷惑行為及び本施設の利用を妨げる行為。

（故意または過失であるか否かを問わず、威力または暴力を用いることを含むがこれに限ら

ない） 

  ６．本施設内での勧誘行為（営利であるか非営利であるかを問わない）、寄付または署

名の呼びかけまたは政治活動または宗教活動を行う行為。 

  ７．本施設内での盗撮または盗聴行為を行う行為。 

  ８．許可された場所以外で喫煙をする行為。 

  ９．利用許可を得ずに本施設内に立ち入る行為。 

  １０．刃物等の危険物あるいは他者または施設または設備を傷つける可能性のある物

品の本施設への持ち込み行為。 

  １１．大声または奇声を発する行為または他の会員もしくは本施設の職員等に対する

暴力行為または迷惑行為または行く手を塞ぐ等の威嚇行為または迷惑行為。 

  １２．他の会員もしくは本施設の職員等に対し、待ち伏せをするまたは後をつけるまた

はみだりに話しかける等の行為。 

  １３．正当な理由なく、面談または電話その他の方法で本施設の職員を拘束するなどの

迷惑行為。 

  １４．その他、本規約及び協会規則等を遵守しない、本施設の職員の指示に従わない行

為。 

  １５．本施設の運営を妨げる恐れが判断される行為。 

  １６．閉館時間中または利用開始時間より前に本施設内に立ち入る行為。 

  １７．施設管理者の許可なく本施設の什器、備品を施設外へ持ち出す行為。 

  １８．正当な理由なく本施設の職員専有スペース（事務室や備品等保管室）に立ち入る

行為。 

  １９．その他、前各号に類する行為。 

 

第１１条 当施設の免責事項 

本施設は次の各号について責任を負わないものとする。 
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 １．本施設内、利用時においての怪我や事故。 

 ２．本施設内における利用者の金銭及び所持品の紛失及び盗難等の事故。 

 ３．利用者同士のトラブル。 

 ４．本施設内で発生した火災・天災・雨漏りによる損害。 

 ５．第１５条（施設の一時的閉鎖・一時的休業）により本施設を利用できないことによる

損害。 

 ６．利用者が本規約及び協会規則等を遵守しなかったことにより発生した損害。 

７．前各号に類する損害等。 

ただし、施設管理者の責めに帰すべき事由があった場合、前項の規定によらず、施設管理者

の契約する損害補償保険の補償額を限度として賠償する。 

 

第１２条 利用者の責任 

 １．利用者は本施設の利用を利用者自らの責任において行うものとします。利用者は利用

者自身の行為によって行為の結果について一切の責任を負い、行為の結果生じた損害（弁護

士費用等の一切の費用を含む）を負担するものとする。 

 ２．利用者は本施設の利用を通じて本施設または第三者（他の会員を含む）に損害を与え

た場合には、利用者自らの責任と費用負担において、その損害を賠償しなければならないも

のとする。 

 ３．利用者は本施設の什器または備品等を破損または汚損または毀損した場合（故意また

は過失を問わず）、または本施設に何らかの損害を与えた場合ついて、それによる生じる損

害賠償に応じるものとする。 

 

第１３条 利用の制限 

 １．本施設運営を円滑に行うため、利用者による本施設の利用時間及び利用人数を制限す

ることができる。 

 ２．前項の場合のほか、下記の場合には利用者による本施設の利用を制限することができ

る。 

  １．本施設内の点検または修理または改装を行う場合。 

  ２．本施設が主体となり実施すべき行事等を実施する場合。 

  ３．天変地異その他当施設の責に帰すことのできない不可抗力により本施設が利用で

きない場合。 

 

第１４条 施設利用の禁止・退場 

利用者が次の各号に該当するとき、本施設は当該利用者対して本施設利用の禁止または退

場を命じることができる。 

 １．集団感染するおそれのある疾病を有するとき。 



5 

 

 ２．薬物を使用しているとき。 

 ３．本規約及び協会規則等を遵守しないとき。または本施設職員の指示に従わないとき。 

 ４．その他、正常な本施設利用ができないと施設管理者が判断したとき。 

 

第１５条 施設の一時的閉鎖・一時的休館 

 １．次の各号に該当するとき、施設管理者は施設の全部または一部の閉鎖もしくは休館す

ることができる。その場合、緊急の場合を除き原則として１週間前までに利用者に対しその

旨を告知する。 

  １．気象災害、その他外因的事由により、その災害が利用者に及ぶと判断したとき。 

  ２．本施設の増改築、修繕または点検によりやむを得ないとき。 

  ３．臨時休館等によるとき。 

  ４．その他、法令等に基づく関係官庁からの指導による重大な事由によりやむを得ない

と施設管理者が判断したとき。 

 ２．前項各号の一時的閉鎖、一時的休館についてはホームページ、その他本施設が定める

方法により通知する。 

  

第１６条 個人情報保護 

 本施設の利用に際して取得した個人情報は本施設が定める「個人情報保護の基本方針」に

則り、適切に取り扱う。 

 

第１７条 会場使用料等の変更について 

 本施設は、本規約及び協会規則等に基づき利用者が負担すべき諸費用について施設管理

者が必要と判断したときは、利用者の事前の承諾を得ることなく変更することができる。 

 

第１８条 遺失物保管 

 本施設内の忘れ物は３か月間保管する。その間に問い合わせが無い場合には処分する。 

 

第１９条 細則 

 本規約に定めのないもので本施設の管理運営上必要な事項について、施設管理者は、諸規

則、注意事項、案内等を定めることができる。 

 

第２０条 本規約の変更 

 １．施設管理者は、以下いずれかの場合、施設管理者の裁量により、本規約を変更するこ

とがある。 

  １．規約の変更が利用者の一般の利益に適合するとき。 

  ２．規約の変更が規約の目的に反せず、かつ、変更の必要性、変更後の内容の相当性、
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規約の変更をすることが変更に係る事情に照らして合理的なとき。 

 ２．前項の規約の変更にあたり、変更後の規約の効力発生日の１か月前までに、規約を変

更する旨、及び変更後の規約の内容とその効力発生日を本施設のホームページ、その他本施

設が定める方法により通知する。 

 ３．変更後の規約の効力発生日以降に本施設の利用をしたとき、または前項に定める規約

の変更の通知後１か月の経過をもって、利用者は本規約の変更に同意したものとみなす。 

 

第２１条 準拠法 

 本規約に関する準拠法は日本法とする。 

 

第２２条 発効 

本規約は令 ８年４月１日より施行する。 


